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⑸ 自動的再履修を望まない場合
後期に自動的に登録された科目の再履修を望まない場合は、そのまま学習を中止してください。イン

ターネットメディア授業や面接授業（スクーリング）の場合は、受講申込の手続きを行わないでくださ
い。受講申込をしなければ受講料はかかりません。

５−２．年度をまたぐ再履修

　履修登録した年度に単位修得できなかった科目は、翌年度以降、再度各自が再履修登録して学習するこ

とができます。

　年度が変わると教科書、講義概要、レポート課題、試験範囲、学習用プリント等が変更となることがあ

りますので、年度をまたぐ再履修の際は、必ず講義概要を確認してください（秋期入学の方は必ず再履修
が必要となりますので忘れずにご対応ください）。

⑴ 再履修科目の授業形態
履修登録する年度に開講されている授業形態の中から選択してください。

前年度以前に履修していた授業形態と同じである必要はありません。

ただし、インターネットメディア授業や面接授業で再履修する場合、学期毎に受講
申込に応じてあらたに受講料がかかります。前年度までに一度受講料を支払っていて

も再度納入が必要となります。

⑵ 学習の継続
・レポート合格の持ち越し

　平成２１年度以降に合格したレポートは、学籍がなくなるま

で有効です。

・実習課題提出の持ち越し

　平成２１年度以降に提出した実習課題は、学籍がなくなるま

で有効です。ただし、「システム設計演習（平成２６年度まで

の提出分）」「プログラム言語Ⅰ」「サーバ構築演習」は対象外

です。

　なお、インターネット提出の実習課題は、提出した学期に受験申込をしなかった場合、および受

験許可を得られなかった場合は持ち越し対象外となります。

・科目等履修生・特修生の学習の継続

　科目等履修生や特修生は、在籍を継続した場合にのみ再履修の取り扱いとなり、レポート合格・

実習課題提出持ち越しの対象となります。継続をせずに再び新規に科目等履修生や特修生となる場

合は、すべて新規履修となります。

⑶ 正科生ＢのＩＰメディア授業の再履修
正科生ＢがＩＰメディア授業での再履修を希望する場合は、所属する教育センターに相談してくださ

い。教室の収容人数により、ＩＰメディア授業を受講できない場合があります。その場合は、他の授業

形態で再履修してください。

６．履修モデルコース

６−１．履修モデルコースの概要

　卒業要件カリキュラム（'０５）（'１５）には、学生が学習目的に応じた科目を選択しやすいようにする

目的で、履修モデルコースを設けています。

　以下に、各モデルコースの概要を記しますので、学習目的に合った科目を選択する際の参考としてくだ

さい。

重  要

レポートおよび実習課題の持
ち越しについては…　P.38

「Ⅳ．授業形態・成績　７．レ
ポート合格および実習課題提
出の持ち越し」参照

〈2022年度　通信教育部学生便覧　抜粋　履修モデルコース〉
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　履修モデルコースについては、本学においてコース登録などは一切行いません。また、卒業時に特別な

資格が得られるわけではありません。あくまで、履修科目を選択する際の「指針」となるものです。単位

修得にあたり、修得していない主要科目があっても卒業可能です。

６−２．主に経営関連科目を学ぶモデルコース

⑴　「経営管理システムスペシャリスト」モデルコース
　経営環境のグローバル化、高度情報通信技術の普及、規制緩和の進展によって、企業の生き残りをか

けた市場競争は日々その厳しさの度合いを深めている。こうしたなか、企業経営者は、日常的に的確か

つ迅速な意思決定を行わなければならない。「経営管理システムスペシャリスト」コースでは、最新の

経営理論をはじめとする幅広い経営知識の学習を通して、２１世紀の経営者に求められる高度な経営判

断能力の養成を目指していく。

⑵　「e-ビジネススペシャリスト」モデルコース
　経営環境の構造的変化は、現代の多くの企業に過去の成功体験に根ざした知識体系では解決できない

問題をもたらし、産業、企業、マーケットにパワーシフトを生起させた。規模の拡大が企業の成長を意

味していた時代は終焉し、新たな知識と情熱に満ちあふれたベンチャービジネスが輩出している。「e-

ビジネススペシャリスト」コースでは、「時間」と「空間」の制約から解放された２１世紀型ビジネス

に必要とされる経営知識の学習を通して、現代の企業家に求められるアントレプレナーシップの養成を

目指していく。

⑶　「グローバルビジネススペシャリスト」モデルコース
　経営環境のグローバル化、高度情報通信技術の普及、規制緩和の進展の結果、今日、想像を超える規

模の巨大な世界市場が出現している。企業の資金、原材料、人材をはじめとする経営資源の調達も、も

はや、国レベル、地域レベルではなく、地球レベルで、最適な組み合わせを考えなければ、市場競争に

勝ち残っていくことができない。「グローバルビジネススペシャリスト」コースでは、ビジネスの国際

的な広がりに対応する知識と技術を学び、インターナショナルに活躍できるビジネススペシャリストを

目指す。

　モデルコースの主要科目一覧は、ポータルサイト「無限大キャンパス」で確認してください。

６−３．主に情報関連科目を学ぶモデルコース

⑴　「情報技術基礎」モデルコース
　パソコンの初心者や今までパソコンを活用したことのなかった人で、これから仕事や趣味に積極的に

パソコンを活用していきたい人、また、基礎からもう一度学びたいと考える人のためのコース。コン

ピュータを扱ったことのない人でも、企業で必要とされるWordやExcelの演習からシステム設計やデー

タベース、プログラミングの基礎までを無理なく学びながら、様々な業種で幅広く活躍できる人材を育

成する。

⑵　「情報テクニカルスペシャリスト」モデルコース
　日々変化し、高度化する情報社会から要望されている技術者を育成する。システムの開発やマルチメ

ディア利用技術、ネットワーク活用技術など幅広い技術を基礎から習得していく。ビジネスシーンにお

いてはソリューションを提供したり、日常の中では、コンピュータを自由に操り、それをコーディネー

トできる人材を育成する。

⑶　「情報システム開発スペシャリスト」モデルコース
　企業内におけるシステム開発のプロジェクトリーダーとして、また、技術者としては、企業のニーズ

を汲み取りコンピュータシステムを設計するＳＥ、データベースを活用した企業情報システムを構築す

るエンジニアとして活躍できる人材を育成する。日々変化する社会環境、経済環境、組織に対して、情

報活用技術をタイムリーに提案できるビジネスマン、ビジネスパートナーとして企業に信頼される人材
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を育成する。

⑷　「健康情報」モデルコース
　高齢社会の到来にともない国民の健康増進への関心は高い。特にがんや糖尿病・肥満などの生活習慣

に関連した疾病についての情報は新聞、インターネットなどのメディアから数多く配信され、これらの

情報を正しく理解し、実践することが求められている。

　本コースでは、解剖学や生理学など基礎医学、医療制度や福祉介護制度に関連した社会医学、さらに

がんや生活習慣病などの臨床医学まで幅広い医学医療情報を学ぶことができる。また、疾病の予防、健

康寿命の延伸には食の重要性が指摘されている。さらに「食と健康」をテーマにした講義内容を取り入

れ、健康に関する情報を網羅的に学習するとともにICTの活用も含めたコースとなっている。

　モデルコースの主要科目一覧は、ポータルサイト「無限大キャンパス」で確認してください。

７．教科書の購入

７−１．教科書の申込

⑴　教科書申込方法
　ポータルサイト「無限大キャンパス」のトップページの左下にあるポータルメニューの「教科書注文

方法」をクリックすると教科書申込方法を確認できます。

⑵　申込のタイミング
　期限はありませんが、申込忘れのないよう履修登録と同時に行うことをお勧めします。履修登録をし

ても、教科書申込をしなければ教科書は購入することができません。

⑶　申込先
　教科書は市販本を使用します。

　申込先は本学通信教育部ではなく、本学指定の書店になります。指定書店（紀伊國屋書店北海道営業
部）へ直接申し込んでください。（下記の枠内をご確認ください。）

　 教科書は一般の書店でも取り扱っているものがあります。本学指定書店以外で独自に購入する場合

は、ポータルサイト「無限大キャンパス」の「講義概要」から該当科目を検索し、教科書の「書名」「著者」「発

行所」を確認の上、購入してください。独自に購入した場合、理由によらず交換等の申し出には応じら

れません。

紀伊國屋書店　北海道営業部
〒０６０-０００５

北海道札幌市中央区北５条西５丁目７　sapporo55　３Ｆ

ＴＥＬ．０１１-２５１-７８４１

ＦＡＸ．０１１-２６１-８５４８

※申込後の不明な点は、直接書店に確認してください。
※紀伊國屋書店の店頭では対応できません。



会
場
試
験

ネ

ッ
ト
試
験

(

メ
ー

ル
認
証

)

ネ
ッ
ト
試
験

(

顔
認
証

)

会
場
試
験

ネ

ッ
ト
試
験

(

メ
ー

ル
認
証

)

ネ
ッ
ト
試
験

(

顔
認
証

)

会
場
試
験

ネ

ッ
ト
試
験

(

メ
ー

ル
認
証

)

ネ
ッ
ト
試
験

(

顔
認
証

)

会
場
試
験

ネ

ッ
ト
試
験

(
メ
ー

ル
認
証

)

ネ
ッ
ト
試
験

(

顔
認
証

)

  憲法
　　～権力と自由、そして平和～

2 ○ ○ ○ ○ ○ 森山　弘二（非常勤）

  経営の基礎
　　～企業とは何か、経営学とは何か～

2 ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○

  経営の応用
　　～経営戦略の理論と実践～

2 ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○

  マーケティング論
　　～自社の顧客であり続けて
　　　　　　　　　　　　　もらうための方法～

2 ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 坂本　英樹

  簿記原理基礎編
　　～企業活動と損益との関係～

2 ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ 松本　紗矢子 教員変更

  法学
　　～裁判の新聞記事を読む前に～

2 ○ ○ ○

  商法
　　～ビジネスと法～

2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

  経済学入門
　　～競争と市場の役割を学ぶ～

2 ○ ● ● ● ○ ○ ○ ○ 小林　大洲介（非常勤） 教員変更

  経営史
　　～日本の経済・社会と
　　　　　　　企業の歴史が理解できる～

2 ○ ● ● ○ ○ ○ ○ 浜渕　久志（非常勤）

  流通概論
　　～流通や販売の仕組みがよくわかる～

2 ○ ○ ○ ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ 佐藤　芳彰（非常勤）

  現代経済学
　　～ニュースによく出る経済学～

2 ○ ● ● ● ○ ○ ○ ○ 金盛　直茂（非常勤） 教員変更

  人的資源管理論
　　～働かせ方と働き方～

2 ○ ● ● ● ○ ○ ○ ○ 林　啓瑞（非常勤）

  職業指導
　　～不透明な仕事の世界を生き抜く力～

2 ○ ○ ○ ○ ○ 伊藤　茂樹（非常勤）

  民法入門
　　～市民生活と法～

2 ○ ○ ○ 関根　洋

  経営学への招待
　　～経営学の誕生から最新経営理論
　　　　　　ﾀﾞｲﾅﾐｯｸｹｲﾊﾟﾋﾞﾘﾃｨまでを学ぶ～

2 ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

  流通の仕組み
　～物的流通からﾃﾞｼﾞﾀﾙ革命がもたらした
　　　　　　　　　ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ4.0までを学ぶ～

2 ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　情報リテラシー
　　～ワード・エクセル脱初心者～

2 ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ 髙井　那美

  行列と連立1次方程式
　　～線形代数の基本ツール～

2 ○ ○ 必修 ● ● ● ○ ○ ○ ○ 森山　洋一

　基礎数学
　　～e-Learningで学ぶ基礎～

2 ○ 選択必修 ○ ○ ○ ○ 松井　伸也

  コンピュータサイエンス入門
　　～０と１があればなんでもできる～

2 ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 畑　裕子（非常勤）

  コンピュータアーキテクチャ
　　～未来のコンピュータを考えよう～

2 ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● 休講

  プログラムの仕組み
　　～ｱｾﾝﾌﾞﾗ言語によるﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞを
                通してﾊｰﾄﾞｳｪｱと親しくなる～

2 ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ 中島　潤 教員変更

  コンピュータの構成
　　～情報処理ハードウェア編～

2 ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○

  コンピュータの利用
　　～情報処理ソフトウェア編～

2 ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○

  ｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞｼｽﾃﾑ基礎論
　　～コンピュータの影分身～

2 ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 髙井　昌彰（非常勤）

  コミュニケーション概論
　　～意思疎通のメカニズム～

2 ○ ○ ○ ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 恵藤　健二（非常勤）

  三角関数・指数関数・対数関数
　　～知ってほしい関数達～

2 ○ ○ 必修 ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 松井　伸也

  電子工学概論
　　～コンピュータを深く理解するために～

2 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ 渡部　重十

  ﾈｯﾄﾜｰｸｼｽﾃﾑ概論
　　～人間社会のいろいろなネットワーク～

2 ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ 柳　信一

  経営情報システム
　　～企業経営と情報技術～

2 ○ ○ ○ ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ 向原　強

  医学医療
　　～体の構造と働きから
　　　　　　　　　　　　病気を理解しよう～

2 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ 西平　順

  複素数
　　～幾何学への応用～

2 ○ 必修 ○ ○ ○ ○ 笹山　智司 教員変更

  一変数の微分法
　　～変化を探る～

2 ○ 必修 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

  一変数の積分法
　　～量の計算～

2 ○ 必修 ○ ○ ○ ○

  データ解析入門
　　～大規模データ時代の基礎～

2 ○ 必修 ○ ○ ○ ○ ○ 内山　俊郎

  情報倫理
　　～これを知らずしてネットすべからず～

2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 棚橋　二朗

　不等式入門 2 ○ 未定
　集合と位相 2 ○ 未定

担当教員 備考

関根　洋

坂本　英樹

「
健
康
情
報

」

「
情
報
シ
ス
テ
ム
開
発
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト

」

2022年度　授業形態

林　啓瑞（非常勤）

野中　秀俊（非常勤）

前期

単
位
数

後期
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　経営者と意思決定
　　～企業経営の全体を理解する～

2 ○ ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 浜渕　久志（非常勤）

  ブランドマネジメント
　　～私たちがブランドに
　　　　　　　　魅力を感じるのは何故か～

2 ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ 坂本　英樹

　定量分析とその応用
　　～ソフトウェアに頼らない統計解析～

2 ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 向原　強

  簿記原理応用編
　　～日々の取引の集積と決算～

2 ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● 休講

  財務会計学基礎編
　　～資源の配分と資本主義との関係～

2 ○ ● ○ ○ ○ ○ 松本　紗矢子 教員変更

  情報システム学概論Ⅰ
　　～ＩＴと経営課題を
　　　　　　　結びつけるものは何か？～

2 ○ ○ ○ ○ ○ ○

  情報システム学概論Ⅱ
　　～企業における
　　　　　　ＩＴ活用の主要な分野とは？～

2 ○ ○ ○ ○ ○

  経営戦略と組織
　　～彼れを知り,己れを知らば,
　　　　　　　　　　　百戦して危うからず～

2 ○ ● ● 休講

  経営科学
　　～管理者の判断を科学する～

2 ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ 向原　強

  管理会計論
　　～経営の意思決定に役立つ会計～

2 ○ ● ○ ○ ○ ○ 吉見　明希 教員変更

  産業心理学
　　～組織・産業社会における
　　　　　　　　　　　　　人間行動の科学～

2 ○ ○ ○ ○ ○ 佐藤　恵美（非常勤）

  イノベーション概論
　　～組織と技術をオープンにする
　　　　　　　　　　　　　　ビジネスモデル～

2 ○ ● ● ○ ○ ○ ○ 金間　大介（非常勤）

  消費者行動論
　　～アンケートの考え方と作り方～

2 ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ 遠藤　雄一

  ホスピタリティマネジメント
　　～ホスピタリティを
　　　　　　プロフィットチェーンに繋げる～

2 ○ ○ ○ ○ ○ 中里　のぞみ（非常勤）

  健康と社会
　　～格差社会が健康を害する～

2 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ 竹中　健（非常勤）

  イノベーション組織論
　　～イノベーションを
　　　　　　　　　実現する戦略と組織～

2 ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ 伊藤　友章（非常勤）

　経営戦略と企業経営
　　～強い組織はいかにつくられるか～

2 ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 福沢　康弘

  ベクトル空間と線形写像
　　～ＣＧ ＆ 画像処理の基本概念～

2 ○ 必修 ○ ○ ○ ○ 森山　洋一

  行列の固有値と対角化 2 ○ 未定
  プログラム設計
　　～質の良いプログラムは
　　　　　　質の良いアルゴリズムから～

2 ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ ○ 穴田　有一

○ ○ ○ ○ ○ ○ 齋藤　健司（本学会場）
○ 非常勤（札幌会場）
○ 非常勤（名古屋会場）
○ 非常勤（大阪会場）
○ 非常勤（福岡会場）

  ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ言語の仕組み
　　～さまざまなﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ言語の
　　　　　　　　　　　基礎となる概念を学ぶ～

2 ○ ○ ● ● ○ ○ 長尾　光悦 教員変更

　アルゴリズム
　　～プログラミングの前に
　　　　　　「アルゴリズム＋データ構造」～

2 ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ 穴田　有一

  ｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞｼｽﾃﾑ
　　～たっぷり記憶の超整理～

2 ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ 髙井　昌彰（非常勤）

○ ○ ○ ○ ○ ○ 内山　俊郎（本学会場）
○ 非常勤（名古屋会場）
○ 非常勤（大阪会場）
○ 非常勤（福岡会場）

  ｲﾝﾀｰﾈｯﾄｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ
　　～文系学生がまなぶ情報学～

2 ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ 斎藤　一

  データ伝送のしくみ
　　～データはどのように
　　　　　　　　相手に伝わるのか？～

2 ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● 中島　潤 休講

  ディジタル画像概論
　　～失敗写真を甦らせるかも～

2 ○ 必修 ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 髙井　那美

  プログラム言語Ⅰ
　　～Ｊａｖａで学ぶプログラミングの基礎～

4 ○ 選択必修 ○ ○ ○ ○ 谷川　健

  知識マネジメントとその応用
　　～創造活動のための『知』の支援～

2 ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ 斎藤　一

  代数学
　　～抽象数学を学ぼう～

2 ○ 必修 ○ ○ ○ ○ ○ 松井　伸也 教員変更

  多変数関数の解析
　　～曲面を見る・測る～

2 ○ 選択必修 ○ ○ ○ ○

  確率論
　　～ランダムな世界での法則を知ろう～

2 ○ 必修 ○ ○ ○ ○

　医療制度と医療情報システム
　　～医療の仕組みを知り、
　　　　　　　　　　　上手に健康管理～

2 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ 西平　順

　宇宙への挑戦
　　～宇宙開発のこれまでとこれから～

2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 若松　義男（非常勤）

　統計科学と現象の分析
　　～ビッグデータの活用法～

2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 甫喜本　司
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  プログラミング基礎
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2

○

●

面
　
　
接

Ｉ
Ｐ
メ
デ
ィ
ア

分類

履
修
年
次
の
目
安

科目名（～サブタイトル～）
単
位
数

学科別ｶﾘｷｭﾗﾑ

「
情
報
テ
ク
ニ
カ
ル
ス
ペ
シ
ャ
リ

ス
ト

」

「
健
康
情
報

」

備考経
営
N

S
情
報

情
報
数
理
専
攻

「
経
営
管
理
シ
ス
テ
ム
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト

」

「
ｅ
－
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス

ト

」

ＩＭ

後期前期

担当教員

明神　知

面
　
　
接

Ｉ
Ｐ
メ
デ
ィ
ア

2022年度　授業形態

印刷 ＩＭ 印刷

笹山　智司



会
場
試
験

ネ

ッ
ト
試
験

(

メ
ー

ル
認
証

)

ネ
ッ
ト
試
験

(

顔
認
証

)

会
場
試
験

ネ

ッ
ト
試
験

(

メ
ー

ル
認
証

)

ネ
ッ
ト
試
験

(

顔
認
証

)

会
場
試
験

ネ

ッ
ト
試
験

(

メ
ー

ル
認
証

)

ネ
ッ
ト
試
験

(

顔
認
証

)

会
場
試
験

ネ

ッ
ト
試
験

(

メ
ー

ル
認
証

)

ネ
ッ
ト
試
験

(
顔
認
証

)

　ｅ－ビジネス総論
　　～進化するネットビジネスを
　　　　　　　　　　　　　　読み解こう！～

2 ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ 小走　安則

　サプライチェーンマネジメント
　　～顧客・企業間の
                 繋がりが生み出すバリュー～

2 ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ 遠藤　雄一

　ベンチャービジネス論
　　～知識の新たな組み合わせが
　　　　　　　　　　　　ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝを起こす～

2 ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○

  アントレプレナーシップ論
　　～企業家が発想する能力～

2 ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

  ソフトウェア開発技術論
　　～実践的な
　　　　　システム開発手法を理解する～

2 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ 岡田　信人（非常勤）

  情報社会論
　　～操作される社会情報と
　　　　　　　　操られ続ける日本国民～

2 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ 竹中　健（非常勤）

  ＩＴマネジメント
　　～失敗せずにITを経営に
　　　　　活かすための企業組織とは？～

2 ○ ○ ○ ● ● ○ ○

  ネットワークセキュリティ
　　～インターネットを安全に
　　　　　　　　使うための技術と管理～

2 ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ○ ○

  知的所有権論
　　～知識と技術と創造の
　　　　　　　　　　生かし方、護り方～

2 ○ ○ ○ ● ● 　 ● ○ ○ ○ ○ 平澤　卓人（非常勤）

  情報職業論
　　～“情報”を生業（なりわい）
　　　　　　　　　　　　　　とするために～

2 ○ 必修 ○ ○ ○ ○ 畑　裕子（非常勤）

  データベースシステム
　　～一歩進んだデータ管理に向けて～

2 ○ 必修 ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 山北　隆典

  データベース技術
　　～Excelとは違うのだよ、Excelとは～

2 ○ ○ ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ 長尾　光悦

  データ通信システム
　　～データを間違いなく相手に伝える～

2 ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● 中島　潤 休講

  音声情報処理
　　～機械と対話するための技術～

2 ○ ○ ○ ○ 広奥　暢

  オブジェクト指向言語Ⅰ
　　～Javaでｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ指向
　　　　　　　　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞを基礎から学ぶ～

2 ○ ○ ● 休講

  オブジェクト指向言語Ⅱ
　　～Javaでｵﾌﾞｼﾞｪｸﾄ指向
　　　　　　　　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞの応用を学ぶ～

2 ○ ○ ● 休講

　コンピュータネットワーク
　　～インターネットの仕組みと
　　　　　　　　　セキュリティを理解する～

2 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ 尾崎　博一

　サーバ構築演習
　　～Linuxﾕｰｻﾞから管理者へのｽﾃｯﾌﾟ～

2 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ 広奥　暢

  人工知能の基礎
　　～賢いコンピュータの基礎技術～

2 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ 齋藤　健司

  ソフトウェアエンジニアリング
　　～ソフトウェア開発の本質とは何か？～

2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 明神　知

  応用数学
　　～実現象と数学の架け橋～

2 ○ 選択必修 ○ ○ ○ ○

  統計概論
　　～データから情報を引き出すために～

2 ○ 必修 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　食と健康情報
　　～食を知り、病気から身を守る～

2 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ 西平　順

　健康情報学
　　～その健康法、信じますか？～

2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 佐藤　浩樹

　複素解析 2 ○ 未定
　コンピュータグラフィックス
　　～仮想空間を作る・見せる～

2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 髙井　那美

　暗号とインターネットセキュリティ
　　～数学が情報を守る～

2 ○ ○ ○ ○ ○ 福光　正幸

　卒業論文 8 ○ ○ ○

谷川　健
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